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環境技術研究所の体制
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環境技術研究所カーボンニュートラル推進部門
具体的な機能
1. カーボンニュートラル関連研究の情報集約

 情報集約と発信（成果の可視化）
 総合⼒を⽣かしたカーボンニュートラル研究の企画創出

2. 地域貢献
 北九州都市圏域（18市町、脱炭素先⾏地域）の脱炭素への取組⽀援
 北九州市とFAISが推進する北九州GX推進コンソーシアムに対する貢献
 コンサルテーション機能の強化

3. 教育への貢献
 学内外へのカーボンニュートラル教育プログラムの企画、提供

4. ⼈⽂社会系学部（北⽅キャンパス）との連携窓⼝
5. その他

 将来的なキャンパスカーボンニュートラル化の可能性検討
 「カーボンニュートラル達成に貢献する大学等コアリション」への対応 3



化学系
 CO2とH2からのグリーンLPガス合成技術に関する研究
 C1化学による非石油系資源からの化学品合成に関する研究
 サーキュラーエコノミーを踏まえた有価物回収プロセスに関する研究
 大気環境および降⽔化学に関する研究
 ⾼分⼦材料の合成および放射光を利⽤した構造解析に関する研究
 下⽔処理システムに関する研究
 ⾼感度臭気検知システムおよび⽣体機構の解明に関する研究
 結晶性多孔質材料の創製と応⽤に関する研究
建築系
 国産杉材を利⽤した縦型ログハウス︓⽊造積層⼯法の開発
 ホウ酸の溶解度特性を利⽤した杉材の低コスト不燃化に関する研究
 圧密化による杉材の⾼強度化に関する研究
 アーム型ロボットによる⽊造積層⼯法に関する研究
 居住環境性能を確保した建築物や地域エネルギーシステムの脱炭素化
 炭素中⽴ジオポリマーコンクリートの実装に向けた⽊質バイオマス燃焼灰の地域循環資源化シ
ステムの構築

カーボンニュートラル関連の研究

4※赤字は北九州市あるいは市内企業との連携した取り組み



機械系
 燃料電池の効率向上および製造に関する研究
 アンモニア燃焼におけるイオン電流特性に関する研究
 再⽣可能エネルギーと需給調整に関するエネルギーシステム解析
 電動⾞の多目的活⽤に関する解析的研究
 パワーエレクトロニクス機器の冷却技術に関する研究
情報系
 バーチャルリアリティ基礎技術（臨場感を⾼め移動の必要性を減らす）
 バーチャルドライビング（仮想空間で⾃動⾞操縦を⾏い⾃動⾞を動かさない）
 電⼒あたり性能の⾼いプロセッサ
 衛星による環境監視
 ブロックチェーン技術を⽤いた資源循環のカーボンフットプリント評価手法の開発
 電⼒消費モニタリングとそれを活⽤したエネルギーマネジメント
社会科学系
 フィールド実験やナッジを活⽤した省エネ・節電効果の分析
 洋上風⼒発電に関する社会的受容の研究
 グリーン⽔素導入による経済評価、環境評価
 脱炭素経営と売上に関する因果分析
 日本のエネルギー分野における政策過程の分析

カーボンニュートラル関連の研究
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資源効率性とGHG排出量

6出典：環境省、2019出典：北九州循環経済研究会報告書、2022

北九州循環経済ビジョン（2022.2）
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K-RIP（九州環境エネルギー産業推進機構）との連携講義

• 環境マネジメント学
• 開講期

• ３年１学期
• 工学部２学科選択

• 目的
学生
• カーボンニュートラルや九州の環
境産業に対する理解促進

• 社会・企業の実情を知る機会の提
供

会員企業
• 自社事業の認知度向上（PR）
• 学生との繋がりの機会提供

10



幹事大学として

•地域脱炭素のノウハウとマッチング
• 北九州都市圏域（18市町）の地域特性

• 脱炭素ドミノのモデルとなるか
• エコタウンの活⽤と進化

• CEに向けた⾼度化、動静脈連携、脱炭素への貢献
•トランジションアリーナ

• 地域脱炭素における移⾏管理
• 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）連携大学とし
ての取り組み
• トランスディスプリナリー教育研究センター
• メソスケールにおいて超学際、多主体を巻き込んだ議論の場
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